
 
 
 
 
 広報いちのみや（1／15 号）で、ごみ減量の取り組み、身近な情報を募集し

たところ、皆様からいくつか情報やご意見をお寄せいただきましたのでご紹

介します。 
 
 
 
 
 時之島で食品店を営んでいる「和楽（TEL 51-9559）」 
さんからＦＡＸで情報をいただきました。 
 『今では 90％以上のお客様がマイバックを持参して 
いただけるまでになりました。………野菜もハダカ売りが 
（量り売りも）基本です。野菜は新聞紙でつつみます。再 
生商品では、牛乳パックでしかも無漂白の再生トイレット 
ぺーパーを売ってます。』とのことです。 
 
 
 
 
 
 また、市民の方から貴重なご意見をお便りでいただきました。 
 『プラスチックとビニールのリサイクル、近い将来、ぜひ取り組んで下さ

い。……今後の一宮のごみ対策に期待しています。がんばって下さい！！』

とのご意見です。ご期待に添えるように、さらに頑張りたいと思います。 
＜回 覧＞ 

          

          

＊裏面もお読みください。 



 
 
 
 
 
 「市民・事業者・行政」の有志が 
集まって、形式ばった会議というか 
たちではない座談会を開催しました。 
 それぞれの立場で「ごみ減量」に 
ついて取り組んでいますが、この機 
会に多くの情報を得て、横のつなが 
りを深めたいという思いからです。 
 座談会の席上、それぞれの立場から様々な意見が出されました。 
 
 

  
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 引き続き、皆様からのごみ減量の取り組み、身近な情報をお待ちしています。 
  ＦＡＸ：４５－０９２３ 
  郵 送：〒４９１－０２０１  一宮市奥町字六丁山５２番地 
  メール：ｓｅｉｓｏ＠ｃｉｔｙ．ｉｃｈｉｎｏｍｉｙａ．ａｉｃｈｉ．ｊｐ 
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